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No.000008夢をかたちに

2月のテーマ：世界の状況を知って何ができるか

　P13 新樹の色が「ロータリバッジを着けてみて」を読んで、バッジは直接会長から着けてもらったら良いと思いました。P24 地区のたよりから当

クラブも2月21日 馬氏に室木会長宅にてお茶とお花を親しんで頂きます。P7 くらぶ探訪より名古屋東南ロータリークラブの「チャレンジ100」運動

についてを読んで大変参考になりました。

  前回の例会でロータリーバッジのお話がありましたが、先日、学会で知り合った医師との会話の中でお互いバッジを付けていることで話が盛り上が
りました。このようにバッジで人間関係のネットワークが広がっていることを実感しました。皆さんもバッジで友好を広めて頂ければれば良いと思い
ます。

第 1779 回例会 日時：　平成 21 年 2 月 5 日   PM12 : 30～ 1：30  場所：　中島市民センター  三階

InterCity Meeting  特集 日時：　平成 21 年 2 月 １１ 日   AM10 : 00～ 1：45  場所：　あえの風

 8　委員長報告　

 9　「ロータリーの友」 輪読会　　
◇会報委員会：第７号が出来ました。

 1  点　鐘
 2  君が代 ロータリーソング  四つのテスト「奉仕の理想」

 3  ２月の誕生お祝い
 4  会長挨拶

 5  馬氏に奨学金授与

18日 的場 勇人君  19日 村田 正志君  20日 岩城 留吉君  21日 福井 晃君　

 6　出席報告
 7　幹事報告

届出欠席　６名　無届欠席　０名　各メイクアップ　0名　出席率  68.42%

◇社会・職業奉仕委員会：園児との能登鉄道での交流会(3/7)
◇ニコニコBOX委員会：投函者　永谷君　村田君　福井君

鴻野君

◇マージャン大会の件 ◇国際大会の件 ◇富来RCとの交流会の件

 1  開会点鐘

ロータリーソング 「奉仕の理想」
 2  国　　  歌 「君が代」

ガバナー補佐　関軒 紀一

ガバナー補佐　関軒 紀一

七尾ロータリークラブ会長　石橋 宏文

ガバナー　高柳 功

コーディネーター　七尾ロータリークラブ　神野 正博 パネラー　第三分区各クラブ会長　７名

ガバナー補佐　関軒 紀一 3  開会挨拶

 4  特別参加者・参加クラブ紹介
 5  歓迎の挨拶

「ロータリー 考　ー 始めよう　今できることから ー」 

 6　ガバナー挨拶

 7　パネルディスカッション

  第三分区も地区のスローガン「ロータリーよ、心にゆとりを、人々に愛を」に沿って、地域に合い、その規模に相当し、伝統を守りながらC.L.P.を

取り入れて変わろうとしています。100年程前に今と同じような不況下のシカゴでP.ハリスらが始めたR.Cが世界各地に広まったことを考えると、今一

度ロータリーのあり方を見直す良い時期にきていると思います。今日のI.Mがみのりあることを祈念して挨拶とします。

  今、世間では市場経済主義の弊害により色々な出来事が起こっています。そのために地区のスローガンを「ロータリアンよ、心にゆとりを、人々に

愛を」にしましたが、なかなか改善のきざしがみえません。今一度職業奉仕の原点にたちかえり、見直すときではありませんか。公式訪問をしながら、

時に第三分区でロータリーの存在意義が一つあるとすれば、それは人数の多さや歴史の長さではなく、内容の濃さだと云うことを改めて痛感させられ

ました。今日のI.M.のテーマ「始めよう 今できることから」はまさに時宜をえたタイトルであると思います。

第 1780 回例会

◇羽咋クラブ
１．職業奉仕に時化、炉辺会合や親睦が大切。量より質。
２．職域を大切にしたい。一業種一会員のローカル ルールを守る。
３．上から下ではなく目線を下げた奉仕が大切。

◇中能登まほろばクラブ

１．職業・社会・国際奉仕を中心。親睦が大切。
２．会員減少27名から20名へ、目標3名贈。
３．誰もが参加できる会でなければならない。

◇中島クラブ
１．職業奉仕を柱に「市民健康フォーラム」開催。
２．会員増強対策として「企業退職者の入会を」
３．普遍的(ロータリーの精神等)、時代的なものの両手を変えることが第２世紀の課題。

◇七尾みなとクラブ
１．週報を欠かさず発行。常時ニコニコBOX投函者60～70％
２．一般市民に周知するため各所に「ロータリの友」配布しPR。
３．C.L.P.の導入。奉仕を親睦は変えてはならない。

  ３つのテーマ
１．奉仕を考える
２．直面する問題
３．変えなければならないもの、変えてはならないもの。

◇志賀クラブ
１．特になし。
２．会員増強より退会防止を重要視、多様な価値感の中、心の満足がなければ退会する。
３．ステータスであってはならない。若い人たちの修練の場でなければならない。

世間の認識を変える必要がある。
◇富来クラブ

１．国際奉仕が中心。「ロータリー少年塾」を設立し青少年の育成を計る。
２．会費を下げ、魅力をPR
３．お金でなく能力で奉仕

◇七尾クラブ
１．青少年・新世代・国際奉仕が中心。地域に軸足をおいた方針。
２．広く市民に公報。
３．綱領と精神は変えてはならない。社会的、個人的認識は変えなければならない。

 ８　講評
 ９　次期ガバナー補佐挨拶

 １０　次期ホストクラブ挨拶
 １１　閉会挨拶
 １２　閉会点鐘

ガバナー　                 高柳 功

次期ガバナー補佐　　　　   坂室 正昭

羽咋ロータリークラブ会長　 重光 康生

ガバナー補佐　             関軒 紀一

ガバナー補佐　             関軒 紀一

 挨     拶
 乾     杯
 余     興
 ロータリーソング
 閉会挨拶

ガバナー補佐　　関軒 紀一

パストガバナー　前山 正一

「手に手つないで」

七尾ロータリークラブ副会長　津田 文雄

《昼餐会》 司会：七尾ロータリークラブ親睦活動委員長　勝山 一

鴻野君鴻野君

室木会長室木会長




